
平成25年　宮城県内における死亡災害発生の概要

＝東日本大震災復旧作業

発 生 年 月 事故の型 業種

平成25年1月 その他
その他の土
木工事業
（3-1-99）

午前10時頃 なし 30～49

平成25年1月 転倒
造船業（1-
15-1）

午前10時頃 通路 10～29

平成25年2月
交通事故
（道路上）

建築設備工
事業（3-2-
3）

午後6時頃 乗物 1～9

平成25年4月
交通事故
（道路上）

その他の小
売業（8-2-
9）

午前10時頃 乗物 1～9

平成25年4月 墜落・転落
木造家屋建
築工事業
（3-2-2)

午後１時30分
頃

はしご等 10～29

平成25年5月 墜落・転落
警備業(17-
2-1)

午後1時頃 地山・岩石 1～9

平成25年6月 墜落・転落
その他の清掃・と
畜業（15-1-9)

午前10時頃 トラック 10～29

平成25年6月
交通事故
（道路上）

鉄骨・鉄筋コンク
リート造家屋建築
工事業（3-2-1）

午前6時頃 乗物 1～9

平成25年6月
交通事故
（道路上）

鉄骨・鉄筋コンク
リート造家屋建築
工事業（3-2-1）

午前6時頃 乗物 10～29

平成25年6月 墜落・転落
造船業（1-15-

1）

午後2時頃 乗物 30～49

大崎市にある事業場から重機のアタッチメントを４ｔダンプに積み
込み気仙沼市の工事現場に向かう途中、下り坂のカーブを曲がりき
れず横転してガードレールに激突したもの。

9

8

陸揚げ修繕作業中の船舶で、エアによる清掃を行うためエアホース
を操舵室の上へ上げようとして、操舵室の横に置いてあった箱を踏
み台にして作業していたところ、バランスを崩して船縁から転落し
５．４ｍ下の地面に墜落したもの。

10

農薬散布業務を実施中、被災者は場所を移動するため、同僚が運転
する２ｔトラックに農薬散布用機材を積載し、あおりを下した状態
で荷台に搭乗し、農道を移動中に転落し頭部を打ち死亡した。

建設現場での作業が終了して、下請事業主が運転する社有車にて帰
社途中、東北自動車道上で渋滞が発生し、被災者らの乗車している
車が停車していたところに後続の大型トラックが追突したもの。

大崎市にある事業場から重機のアタッチメントを４ｔダンプに積み
込み気仙沼市の工事現場に向かう途中、下り坂のカーブを曲がりき
れず横転してガードレールに激突したもの。

土木工事現場において、被災者の姿が見当たらなかったため、現場
周辺を捜索したところ、現場付近の崖下約２０ｍの海に転落してい
るところを発見されたもの。

(公表用）

移動販売用の軽トラック(保冷車）で目的地に向かう途中，トンネ
ル内で対向車が側壁に激突し，その弾みでセンターラインを越え，
被災者の運転する車に正面衝突したもの。

既存の木造２階建住宅の屋根の塗装補修作業において，軒高約３．
１ｍの屋根に梯子を掛け，片手に塗料缶を持ち，昇降中にバランス
を崩し墜落したもの。

起因物

3

4

平成26年3月31日現在

1

7

5

2

6

労働者数

災害の概要

社有車を運転し、会社から現場に向かう途中、脳出血で意識不明と
なり、翌日死亡した。

橋形クレーンの操作中、被災者が前方に倒れ、床にあった棒状の鋼
材が刺さった。

番
号
時 間 帯

(注） 速報をとりまとめたものであり、今後、修正･削除される可能性がある。 1/2
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発 生 年 月 事故の型 業種

起因物 労働者数

災害の概要
番
号
時 間 帯

平成25年7月 その他
道路運送業
（4-3-1)

午前10時頃 起因物なし 1～9

平成25年7月 墜落・転落
木造家屋建築
工事業（3-2-

2)

午前9時頃
屋根、は
り、けた

1～9

平成25年8月 爆発
港湾海岸工事
業（3-1-11）

午後2時頃
可燃性のガ

ス
300～

平成25年9月 感電
パルプ・紙製
造業（1-6-1）

午前11時頃 電力設備 1～9

平成25年10月
交通事故
（道路上）

警備業(17-2-
1)

午前3時頃
乗用車、バ
ス、バイク

10～29

平成25年12月 激突され
河川土木工事
業（3-1-7）

午前10時頃
動力クレー

ン
1～9

平成25年12月 崩壊・倒壊
その他の土木
工事業（3-1-

99）

午後4時頃 自然環境等 1～9

12
物置（平屋建）新築工事現場において、梁と桁に足を掛けて火打ち
梁を固定する作業に従事していた作業者が、バランスを崩し３．３
ｍのコンクリート基礎に墜落したもの。

工場内電気室の電源盤の配線状況を確認していたところ、充電部に
身体が触れ感電したもの。

防波堤の災害復旧工事現場において、津波で押し倒された既設鋼管
矢板を撤去するための準備作業として、鋼管矢板の本切断時に発生
する気体を抜くため、潜水士が水中にて鋼管矢板の上端部に穴を開
ける作業を行っていたところ、爆発し被災したもの。

福島県内の駐車場において待機中のトラック車内で倒れている被災
者が発見され、その後死亡が確認されたもの。業務による過重負荷
により心疾患を発症したもの。

15

14

13

16

震災復旧工事。排水路の堰止のため、土嚢（フレコンパック）を小
型移動式クレーン（つり上荷重２．９ｔのユニック車）で当該ク
レーンの荷台から吊り下ろしていたところ、当該クレーンが傾き、
クレーン操作を行っていた被災者が、仮置きしていた土嚢と当該ク
レーンの間に挟まれ、外傷性窒息により死亡したもの。

11

東京で同業者や取引先と打合せを行うため、東北自動車道を東京方
面に向かって走行中、後方から走行してきた大型トラックに追突さ
れた。

土木工事現場の伐採作業中、伐倒した2本の木（長さ20ｍ、18ｍ）
が近くの樹木（樹種不明：胸高53㎝、全長19ｍ）にかかり木の状態
になったことから、この樹木を伐採するために、受け口追い口を入
れたところ、かかり木の重量に耐えられず追い口から縦に裂け、高
さ５ｍのところで樹木が折れ、被災者が下敷きとなったもの。

17

(注） 速報をとりまとめたものであり、今後、修正･削除される可能性がある。 2/2


